
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る
説
話
定
着
の
一
方
法

－

類

型

的

説

話

の

検

討

－

1

は

じ

め

に

今
昔
物
語
集
（
以
下
、
「
今
昔
」
と
す
る
。
）
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
に
収
め

ら
れ
た
説
話
の
配
列
及
び
組
紙
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
の
御
所
諭
が
い

バ

り

′

く
つ
か
あ
る
㌔
諸
説
は
、
各
々
独
自
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
に
妥
当
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
私
は
、
説
話
配
列
と
よ
り
近
密

な
方
法
上
の
連
絡
を
も
っ
た
組
頂
を
考
え
て
ゆ
く
立
場
か
ら
、
諸
説
を
参
考
に

し
て
、
巻
一
か
ら
巻
三
ま
で
を
一
貫
し
た
仏
の
伝
記
と
し
て
捉
え
て
い
有
。
巻

一
か
ら
巻
三
ま
で
を
仏
陀
伝
と
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
は
、

川
巻
一
第
1
話
～
第
8
謡
（
仏
成
遺
説
話
）

佃
巻
一
第
9
話
～
第
3
8
謡
（
釈
迦
が
教
団
を
確
立
す
る
過
程
の
説
話
）

間
巻
二
第
1
話
～
巻
三
第
2
7
詣
（
教
団
の
確
立
を
な
し
と
げ
た
仏
が
理
輿
に

入
る
ま
で
の
数
年
間
に
、
弟
子
と
共
に
「
衆
生
ヲ
衷
、
、
、
給
ハ
ム
が
為
ニ
」

八
巻
二
第
2
話
∨
行
っ
た
事
紙
を
語
る
説
話
）

同
巻
三
第
2
8
話
～
第
3
5
謡
（
仏
入
埋
葬
説
話
）

の
四
期
分
割
を
、
基
本
的
な
枠
組
と
し
て
も
つ
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
巻
二

第
2
話
に
お
け
る
叙
述
内
容
が
組
織
方
針
と
関
連
す
る
と
み
て
考
え
た
も
の

竹

　

村

　

信

　

治

で
各
期
は
さ
ら
に
、
一
説
話
、
或
い
は
説
話
群
の
ま
と
ま
り
と
し
て
区
分
で

き
る
。
そ
の
説
語
群
と
し
て
の
区
分
は
、
坂
井
衡
平
氏
の
「
話
性
的
分
類
」

（
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
）
　
に
大
略
同
じ
い
も
の
を
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
右
の
私
案
に
つ
い
て
の
細
部
に
わ
た
る
説
明
は
別
稿
を
用
意
す
る
予

定
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
組
織
に
お
い
て
、
仏
の
教
団
確
立
期
か
ら
埋

葬
に
至
る
ま
で
の
時
期
の
説
話
を
集
め
た
と
見
ら
れ
る
巻
二
第
1
話
～
巻
三
第

2
7
語
間
六
十
八
話
の
う
ち
、
話
の
性
格
上
「
果
報
前
生
誼
」
と
称
さ
れ
る
一
群

を
と
り
あ
げ
る
。
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
類
型
的
説
話
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る

と
こ
ろ
か
ら
、
今
昔
物
語
集
編
者
が
説
話
を
本
集
中
に
定
着
さ
せ
る
際
に
採
っ

た
方
法
を
採
っ
て
み
た
い
。

2
「
今
昔
」
巻
〓
「
果
報
前
生
冒
」
　
（
第
8
話
～
第
用
語
）

中
の
類
型
的
説
話

今
昔
物
語
集
巻
二
第
8
話
か
ら
第
4
1
話
ま
で
の
三
十
四
話
は
、
或
い
は
「
諸

長
者
語
」
　
（
片
寄
正
義
氏
『
今
昔
物
語
集
論
』
）
と
呼
ば
れ
、
或
い
は
「
法
宝

質
讃
説
話
」
　
（
国
東
文
麿
氏
『
今
昔
物
語
集
成
立
考
』
）
と
さ
れ
、
或
い
は

「
仏
の
説
い
た
本
生
㌍
」
　
（
岩
波
大
系
本
解
説
）
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が

12－



一

セ
こ
の
二
群
中
に
は
、
「
果
報
」
の
語
を
も
つ
話
が
、
第
1
4
・
柑
・
讐
2
3

・
2
4
・
2
7
・
2
8
・
3
0
・
3
1
・
3
5
・
3
8
詔
の
十
一
話
あ
り
、
「
其
ノ
報
ヲ
感
ズ
ル

事
、
如
比
シ
」
の
句
も
第
2
8
・
2
9
話
に
見
え
て
い
る
。
更
に
、
各
説
話
に
前
生

詔
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
そ
れ
ら
が
、
現
在
世
の
事
損
が
前
生

の
果
報
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
説
い
た
説
話
、
つ
ま
り
「
果
報
前
生
詔
」
を

収
め
る
意
図
の
も
と
に
蒐
集
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
果
報

前
生
詔
」
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
説
話
群
に
、
説
話
の
型
と
も
い
う
べ
き
も
の

を
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
く
す
る
場
合
が
見
出
せ
る
。

嘩
フ
シ
、
家
ノ
内
一
l
積
ミ
満
テ
、
衣
食
自
然
ラ
出
来

キ
事
元
シ
。

今
我
レ

ニ
値
テ
出
家
シ
テ
道
ヲ
得
ル
也
」
ト
説
給
ケ
リ
。
此
レ
ヲ
以
テ

思

フ
l
J
で
我
レ
財
ヲ
不
持
ズ
ト
云
ト
モ
、
草
木
・
瓦
石
ニ
テ
モ
、
実
ノ
心
ヲ
発

シ
テ
三
宝
二
供
養
セ
パ
必
ズ
善
報

タ
ル
ト
ヤ
。

（
【
舎
街
城
金
財
比
丘
語
第
1
0
」
）

（

2

1

）

l

ヲ
可
得
シ
ト
可
信
キ
也
ト
ナ
ム

語
り
伝
へ

天
竺
ノ
舎
街
城
ノ
中
二
一

家
大
キ
三
甲
テ
財
宝
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㌢
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．

h

l

l

塁
也
。
）
一
人
ノ
男
子
ヲ
令
生
メ
タ
リ
。
其
ノ
児
、
形
端
正
l
；
テ
塑
こ
並
ビ

矧
聖
。
生
l
r
叫
外
項
矧
、
天
ヨ
リ
ー
七
宝
雨
テ
家
ノ
内
二
積
ミ
活
ク
リ
㌔
珊
瑚
此
l

（
「
舎
街
城
宝
天
比
丘
語
第
9
」
）

人
ノ
男
子
ヲ
令
生
メ
タ
リ
。
其
ノ
児
端
正
ニ
シ
テ
世
並
ピ
元
シ
、

今
昔

天
竺
ノ
舎
街
城
ノ
中
ニ

刃
ハ
惑
者
有
外
車
、
（
象
大
手
．
1
富
l
列
財
茹

l
・
・
∵
∴
∵
豆
．
∵
＝
∵
、
㍉

此
レ
ニ
依
テ
此
ノ
児
ノ
名
ヲ
宝
天
ト
名
付

倉
二
請
ヌ
。

血
判
可
呵
≡
一
手
ヲ
肇
テ
生
レ
タ
リ
。
父
母
此
レ
ヲ
開
テ
見
ル
ニ
、
児
ノ

二
ノ
手
工
各
一
ノ
金
ノ
銭
有
り
。
父
母
此
ノ
銭
ヲ
取
ル
ニ
、
即
チ
亦
同
ク
有

り
。
如
此
キ
取
ル
ト
云
ド
モ
、
更
二
尽
ル
事
元
ル
。
須
央
ノ
間
二
金
ノ
銭
、

タ
利
男
当
判
晰
外
耳
炎
ゾ
テ
仏
ニ
l
値
ヒ
奉
テ
、
出
家
シ
一
げ
羅
漢
果
ヲ
得
ク
リ
。

其
ノ
時
ニ
、

阿
難
此
レ
ヲ
見
テ
仏

．HY
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l

H

l
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1

一

一

．

ニ
自
シ
テ
言
サ
ク
、
「
宝
天
比
丘
、
前
世

戊
母
此
レ
ヲ
歓
喜
ス
ル
奉
天
限
シ
。
然
レ
バ
此
ノ
児
ノ
名
ヲ
金

㌔
剣
矧
1
覇
者
二
T
l
出
家
ノ
心
有
テ
、
（
習
叫
ハ
ハ
痢
謝

d
り

13

ニ
詣
デ
1
出
家
シ

テ
羅
漢
果
ヲ
得
ク
リ
。
阿
難
、

此
ヲ
見
テ
仏
二
日
シ
テ
言

ニ
何
ナ
ル
福
業
ヲ
修
シ
テ
、

福
山
葛
一

l
由
巧
で
生
ル
1
時
天
ヨ
リ
七
宝

サ
ク
、

㈹
－「

金
財
比
丘
、
前
ノ
世
ニ

何
ナ
ル
福
ヲ
殖
テ
、
福
責
ノ
家
二
生
レ
テ
、

ヲ
雨
ラ
シ
、
衣
食
自
然
ラ
有
テ
乏
キ
事
元
シ
、
今
仏
二
倍
ヒ
奉
テ
出
家
シ
テ

、
叫

⑬

－

　

　

　

　

　

　

　

．

．

．

1
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－

　

　

　

　

　

　

　

　

‘

H
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一

一

一

l

l
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1

1

－

一

道
ヲ
得
ル
ゾ
」
ト
。
仏
、
阿
難
ニ
告
テ
宣
バ
ク
、

「
昔
シ
乃
往
過
去
ノ
九
十

」
威
力
畔
、
仏
、
世
二
出
給
ヘ
リ
キ
、
眈
婆
戸
仏
ト
申
シ
車
。
其
ノ
時
二
諸
ノ
比

丘
有
テ
深
落
二
遊
行
セ
シ
こ
、
福
貴
ノ
長
者
啓
テ
此
ヲ
供
養
シ
キ
。
其
ノ
時
二

一
人
ノ
貧
キ
人
有
リ
キ
、
比
丘
ヲ
見
テ
歓
喜
ノ
心
ヲ
発
ス
ト
云
へ
ド
モ
、
我
ガ

身
貧
ク
シ
テ
可
供
養
キ
物
、
一
題
元
シ
。
恩
ヒ
煩
テ
一
撃
ノ
自
キ
沙
ヲ
取
テ
詞

一

q

d

り

．

テ
比
丘
二
散
シ
テ
心
ヲ
至
シ
テ
礼
拝
シ
テ
・
。
曙
尋
到
劃
ゴ
粛
㍉
矧
河
沙

ヾ

ヲ
撃
テ
施
セ

シ
真
人
ハ
今
ノ
宝
天
、

此
レ
也
。
此
ノ
功
徳
二
依
テ
其
ヨ
リ
以

来
九
骨
．
一
功
月
間
、
悪
趣
二
不
堕
ズ
シ
テ
、
生
ル
～
所
エ
バ
天
ヨ
リ
七
宝
ヲ

手
工
金
ノ
銭
ヲ
拳
テ
取
ル
ニ
尽
ル
事
元
ク
、
今
仏
二
倍
ヒ
奉
テ
出
家
シ
テ
疾

、

m

q

 

d

Y
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。
仏
、
阿
難
二
告
テ
宣
バ
ク
、
「
昔
シ
乃
往
過
去
ノ
九
十

覇
彗
仏
、
世
二
出
給
へ
リ
キ
、
眈
婆
戸
仏
ト
申
ス
。
其
ノ
時
こ
、
一

人
ノ
人
有
リ
キ
、
極
テ
貧
窮
ニ
シ
テ
世
ヲ
過
サ
ム
が
為
二
常
二
薪
ヲ
取
テ
売

ル
ヲ
以
テ
業
ト
為
シ
こ
、
其
ノ
人
、
薪
ヲ
売
テ
二
ノ
金
ノ
銭
ヲ
得
タ
リ
。
仏

d

ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

d

リ

及
ビ
比
丘
ヲ
見
テ
此
ノ
銭
ヲ
以
テ
施
シ
奉
l
m
岡
引
笥
キ
l
。
e
骨
叫
矧

㌃
計
セ
．
諒
人
ト
云
ハ
今
ノ
金
町
酢
レ
l
聖
軋
乳
汁

以
来
九
十
一
劫
ノ
問
、
悪
趣
二
不
堕
ズ
シ
テ
天
上
・
人
中
二
生
レ
テ
、
生
ル

1
所
ニ
ハ
常
二
金
ノ
銭
ヲ
拳
テ
、
財
宝
自
然
ラ
慈
ニ
シ
テ
尽
ル
事
元
シ
。



今ll導

レ

ニ

債

テ
出
家
シ
テ
遺
ヲ
得
ル
也
」

－

．

　

．

－

　

　

融

　

　

：

1

　

．

－

．

ト
説
給
ケ
リ
。
此
ヲ
以
テ
恩

オ
ー
ニ
、
人
ノ
身
二
重
キ
宝
有
テ
暫
ヒ
倍
ト
忠
フ
事
有
り
ト
モ
三
宝
二
供
費
シ

奉
リ
タ
ラ
ム
こ
、
必
ズ
将
来
　
天
山
′
福
ヲ
得
ム
事
、
疑
ヒ
元
シ
ト
可
知
シ

㌫
ご
－
．
．
－
　
－
　
1
．
－
．
．
－
－
、
．
．

ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

（
注
、
引
用
は
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
但
し
、
本
文
分
古
き
は
一

行
背
き
に
、
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
以
下
・
こ
れ
に
な
ら
う
。
）

右
は
、
「
果
報
前
生
語
」
に
属
す
る
第
9
話
と
第
1
0
話
と
を
、
分
量
の
便
宜

上
か
ら
選
び
比
べ
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線
を
施
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
一

い
ち
を
番
号
に
即
し
て
対
照
す
れ
ば
、
両
者
の
類
似
が
わ
か
る
。
こ
の
二
詰
問

の
叙
述
の
共
通
部
分
を
基
礎
に
、
同
様
な
叙
述
の
型
を
持
つ
他
の
説
話
と
比
較

対
照
し
て
説
話
叙
述
切
モ
デ
ル
と
も
称
す
べ
き
も
の
を
作
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。〔

資
料
1
〕
今
昔
物
語
集
巻
二
「
果
報
前
生
詔
」
中
．
の
敷
詰
に
見
ら
れ
る
類
型

的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル

〓
今
昔
、
○
○
国
ノ
中
二
一
人
ノ
長
者
有
ケ
リ
、

出
家
大
キ
ニ
富
テ
財
宝
走
塁
也
。

研
一
ノ
男
（
女
）
子
ヲ
令
生
メ
タ
リ
。

屈
端
生
（
正
）
ナ
ル
事
、
世
二
並
ビ
尤
シ
。

出
（
そ
の
子
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
。
）

㈹
父
母
、
此
レ
ヲ
見
テ
素
ビ
愛
ス
ル
事
天
眼
シ
。

川
（
子
の
特
徴
）
ニ
依
テ
名
ヲ
（
人
名
）
ト
付
タ
リ
。

佃
長
大
シ
テ
（
出
来
事
の
説
明
）
。

㈱
仏
ノ
御
許
二
詣
デ
～
、
出
家
シ
テ
羅
漢
果
ヲ
得
ツ
。

㈹
其
ノ
時
二
阿
難
此
ヲ
見
テ
仏
二
日
シ
テ
言
サ
ク
、

用
「
（
人
名
）
、
昔
シ
何
ナ
ル
福
ヲ
殖
テ
、
富
貴
ノ
家
二
生
レ
テ
、
（
子
の
特

徴
・
事
件
）
　
（
P
）
。

㈹
亦
、
仏
二
億
ヒ
奉
テ
疾
ク
果
ヲ
得
タ
ル
ゾ
」
ト
。

㈹
仏
、
阿
難
二
告
テ
宣
バ
ク
、

囲
「
昔
シ
、
乃
往
過
去
ノ
九
十
一
劫
ノ
時
、

㈹
（
前
生
詔
）

㈹
・
・
・
シ
テ
、
頗
ヲ
発
シ
テ
去
ニ
キ
。

㈹
彼
ノ
時
（
前
生
評
中
の
事
跡
）
セ
シ
人
ハ
今
ノ
（
人
多
此
レ
也
。
　
　
一

㈹
此
ノ
功
徳
二
依
テ
其
レ
ヨ
リ
後
、
九
十
一
劫
ノ
問
、
悪
道
二
不
堕
ズ
シ
テ
、
　
1
4

天
上
・
人
中
二
生
レ
テ
常
ニ
（
現
在
世
で
の
状
況
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㈹
今
我
レ
ニ
倍
テ
出
家
シ
テ
遺
ヲ
得
ル
也
」
ト
説
給
ケ
リ
。

囲
此
レ
ヲ
以
テ
恩
フ
ニ
（
語
末
の
評
語
）
。

劇
‥
・
ト
ナ
ム
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

こ
の
よ
う
な
説
話
叙
述
の
型
を
も
つ
説
話
は
、
「
果
報
前
生
評
」
に
属
す
る

謡
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
、
右
に
示
し
た
説
話
叙
述
の

モ
デ
ル
と
の
対
比
で
一
斑
に
す
る
と
、
資
料
2
の
よ
う
に
な
る
。

〔
資
料
2
〕
顆
型
的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
を
も
つ
説
話
（
◎
＝
同
文
、
○
＝
少
異
文
、
△
1
－
別
文
、
×
1
－
な
し
、
）

話
裔
十
一
詔
簡
十
三
話
第
十
七
扇

舞
十
二
話
宮
十
五
重

宮
十
八
屋
第
十
九
鼻
第
二
十
話

画

　

　

面

　

一

◎

一
◎
　
　
匂
　
　
「
l
T



一

　

　

－

　

一

　

　

二

－

　

一

▲

　

　

　

　

・

「

こ
の
結
果
、
資
料
2
の
上
段
に
あ
る
、
第
8
・
9
・
1
0
・
1
1
・
1
3
・
1
7
話
は
、

別
語
材
を
素
材
と
し
た
説
話
を
、
同
文
的
な
説
話
叙
述
型
で
語
っ
た
も
の
と
い

え
る
。
勿
論
、
各
説
話
間
の
種
差
は
、
素
材
の
異
な
り
に
基
く
も
の
と
し
て
、
説

話
の
主
人
公
の
特
徴
、
そ
れ
故
に
起
こ
る
出
来
事
・
前
生
評
の
三
箇
所
に
見
出

せ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
「
今
昔
」
説
話
と
し
て
語
る
際
の
叙
述
・
設
定
が
、
こ

れ
ら
の
六
説
話
で
は
同
文
的
な
型
を
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
資
料
2
の
中
段
に
置
い
た
第
1
2
・
1
5
話
の
場
合
は
ハ
上
段
の
六
話
は
ど
一

、
定
し
た
類
似
の
型
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
と
、
川
・
川
・

㈹
・
㈹
文
等
で
同
文
的
な
対
応
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
か
な

り
近
い
説
話
の
叙
述
型
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
下
段
に
記
し
た
第
1
8

（
注
、
㈹
・
榊
は
有
無
に
よ
り
判
定
し
た
。
）

・
1
9
・
2
0
話
を
見
る
と
、
説
話
の
型
と
し
て
は
モ
デ
ル
と
対
応
し
て
い
な
い

が
、
部
分
的
に
は
類
型
叙
述
と
一
致
す
る
叙
述
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。以

上
、
「
果
報
前
生
語
」
に
属
す
る
説
話
中
の
類
型
的
な
説
話
を
指
摘
し

た
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
見
出
し
た
「
果
報
前
生
評
」
中
の
類
型
的
説
話

は
、
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
類
型
的
な
説
話
と
な
っ
た
の
か
。

「
果
報
前
生
訂
」
と
い
う
特
殊
な
話
柄
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、
同
型
叙
述
の

説
話
が
出
来
や
す
い
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
こ
こ
で
扱
う
類
型
的
説
話
が
、
説

話
の
主
人
公
名
を
題
と
す
る
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
と
関
連
が

あ
ろ
う
。
「
今
昔
」
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
類
型
的
な
表
硯
の
多
い
傾
向
も
、
こ

の
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
の
存
在
の
説
明
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
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ら
、
右
に
見
た
よ
う
な
説
話
叙
述
の
型
と
し
て
の
大
幅
な
類
似
に
は
、
そ
れ
と

し
て
別
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
類
型
的
な
説
話
の
叙
述
と
な
っ
た
の
か
を
考
え

る
必
要
性
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
今
昔
」
の
編
者
が
依
拠
資

料
中
の
類
似
説
話
を
同
一
の
説
話
叙
述
の
型
に
統
一
し
た
の
か
、
或
い
は
、
依
拠

資
料
に
す
で
に
こ
の
説
話
型
を
持
つ
数
謡
が
あ
り
編
者
は
そ
れ
を
蒐
集
し
一
群

と
し
て
配
列
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
こ
れ
を
、
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け

る
説
話
蒐
集
と
そ
こ
か
ら
の
説
話
定
着
の
問
題
と
し
て
、
以
下
考
え
る
。

3
、
「
今
昔
」
巻
十
五
「
優
婆
夷
往
生
琵
」
　
（
第
4
8
話
～
第
5
3
話
）

に
お
け
る
説
話
定
潜
の
際
の
類
型
化
の
方
法

「
果
報
前
生
語
」
中
の
類
型
的
説
話
の
事
例
を
、
説
話
蒐
集
と
そ
こ
か
ら
の

説
話
定
着
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
一
つ
の
類
似
の
性
格

を
も
っ
た
説
話
の
蒐
集
、
更
に
は
、
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
説
話
の
叙
述
と
し

て
の
定
着
の
仕
方
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
え
る
上
で
の
好
例
が
、

「
今
昔
」
巻
十
五
と
、
そ
の
巻
の
主
要
な
依
拠
資
料
と
考
え
ら
れ
て
い
る
日
本

往
生
極
楽
記
（
以
下
、
「
極
楽
記
」
と
す
る
。
）
と
の
関
係
説
話
に
見
出
さ
れ

る
。「

今
昔
」
巻
十
五
は
本
朝
の
往
生
説
話
を
扱
う
巻
で
、
一
巻
す
べ
て
が
同
一

の
性
格
を
も
つ
説
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
依
拠
資
料
の
中
心
で
あ
る
「
極
楽
記
」

の
構
成
は
、
迦
才
の
『
浄
土
論
』
第
六
を
な
ら
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
仝
四
十
二
講

を
菩
薩
（
1
・
2
）
・
比
丘
（
3
～
2
7
）
・
沙
弥
（
2
8
・
空
・
比
丘
尼
（
3
0
～

璽
・
佼
婆
窒
（
3
3
～
墾
・
擾
婆
夷
（
3
7
～
磐
の
順
に
配
列
し
て
あ
る

が
、
「
今
昔
」
は
そ
れ
ら
の
説
話
を
自
ら
の
配
列
方
針
に
即
し
て
配
列
し
て
い

る
。
「
極
楽
記
」
と
の
関
係
説
話
を
示
し
な
が
ら
一
覧
を
作
成
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

ィ
、
比
丘
・
沙
弥
往
生
評
（
第
1
詰
～
第
3
0
話
）

⑪
⑤
⑧
⑨
⑲
⑫
⑬
⑱
⑮
⑲
⑳
⑬
㊧
⑳
⑳
⑳
㊧
⑳
⑳

1
2
3
4
－
5
－
仁
に
監
監
監
禁
紅

一

二

　

　

一

　

二

　

　

　

二

一

一

ロ
、
入
道
往
生
語
（
第
3
1
詣
～
第
3
5
詰
）

㊥
⑳
⑮
⑳

一

一

一

一

1

2

3

4

3

3

3

3

ハ
、
比
丘
尼
往
生
詔
（
第
3
6
話
～
4
1
詰
）

⑳
㊧
⑳

678

333ニ
、
優
婆
去
往
生
評
（
4
2
話
～
第
4
7
話
）

⑳
⑳
・

一
一

2
4

4
4

ホ
、
優
婆
夷
往
生
語
（
第
4
8
～
第
5
3
詣
）

⑳
⑳
⑳
㊨
㊨
⑲

一

一

一

一

二

〇

〇

9

0

1

2

3

4

4

5

5

5

5

へ
、
下
人
往
生
詔
（
第
5
4
詣
）

（
注
、
○
を
施
し
た
数
字
は
「
極
楽
記
」
の
説
話
番
号
を
あ
ら
わ
す
。
）

「
今
昔
」
は
「
極
楽
記
」
以
外
の
依
拠
資
料
か
ら
も
説
話
を
採
っ
て
い
る
の

で
、
安
易
な
判
断
は
避
け
る
べ
き
だ
が
、
イ
の
「
比
丘
・
沙
弥
往
生
評
」
を
見

る
と
「
極
楽
記
ト
の
説
話
配
列
順
序
を
「
今
昔
」
は
比
較
的
忠
実
に
な
ら
っ
て

い
る
の
が
わ
か
か
。
こ
こ
か
ら
も
両
者
の
近
さ
を
う
か
が
う
こ
と
は
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
一
説
語
群
の
す
べ
て
が
「
極
楽
記
」
に
依
拠
r
た
説
話
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で
あ
る
「
佼
童
夷
往
生
詔
」
を
と
り
あ
げ
る
。
一
つ
の
類
似
の
性
格
を
も
っ
た

説
話
（
こ
こ
で
は
優
璧
矩
往
生
語
）
の
蒐
集
、
更
に
そ
の
叙
述
と
し
て
の
類
型

的
な
定
着
に
つ
い
て
考
え
る
材
料
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

右
の
一
覧
で
ホ
「
佼
婆
夷
往
生
語
」
の
項
を
見
る
と
、
「
今
昔
」
は
「
極
楽

記
」
の
説
話
配
列
の
順
序
を
凡
ね
踏
襲
し
て
い
る
が
、
「
極
楽
記
」
第
4
0
話
に

っ
い
て
、
こ
の
説
話
群
の
末
尾
に
位
毘
を
変
え
て
配
列
し
て
い
る
の
が
わ
か

る
。
後
に
掲
げ
た
資
料
3
で
も
見
る
よ
う
に
、
「
極
楽
記
」
第
4
0
話
は
八
句

四
十
二
字
か
ら
な
る
研
略
な
叙
述
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
「
今
昔
」
　
の
編
者

は
、
は
じ
め
採
録
す
る
の
に
瞳
躇
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で

収
録
す
る
こ
と
に
な
っ
七
。
そ
の
結
果
、
配
列
の
順
序
が
「
極
楽
記
」
と
異
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
最
初
は
採
る
予
定
に
な
か
っ
た
が
、
収
め
る
と
な
る
と
、

「
極
楽
記
」
の
叙
述
は
、
原
漢
文
の
古
き
下
し
或
い
は
少
々
の
説
明
的
な
加
筆

等
で
は
追
い
つ
か
な
い
程
短
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
今
昔
」
説
話
に
仕
立
て

る
の
に
編
者
は
ど
う
し
た
か
、
そ
の
検
討
の
う
ち
に
、
類
似
の
性
格
を
持
っ
た

説
話
を
蒐
集
す
る
際
の
「
今
昔
」
流
説
話
定
着
法
が
う
か
が
え
る
よ
う
だ
。

〔
資
料
3
〕
　
「
今
昔
」
巻
十
五
第
5
3
話
と
「
極
楽
記
」
第
4
0
話
と
の
比
較

等
「
今
昔
」
竿
五
、
近
江
国
坂
田
郡
女
、
往
生
語
第
旦
「
極
楽
記
」
第
棚
詰

◎◎⑳⑪

毎
年
採
紅
か

花
。
．

供
養
弥
陀
仏
。

偏
期
極
楽
。

如
此
数
年
。
命
終

之
時
。

紫
雲

粗
身
突
。

17

⑧◎

今
昔
、
近
江
ノ
国
、
坂
田
ノ
郡
、
ロ
バ
洲
禦
二
人
ノ

女
有
ケ
リ
、

姓
ハ
息
長
ノ
氏
。

（
a
）
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
（
b
）

近
江
図
坂
田
郡
女

人
。

性
息
長
氏
。

心
柔
軟
ニ
シ
テ
因
果
ヲ
悟
り
、
仏
法
ヲ
信
ジ
テ
殊
ニ

嵐
心
布
引
男
、

、．、）　－．　11；　　　－　　－　1．．．．．．．

日
夜
二
極
楽
ヲ
躇
テ
念
仏
ヲ
唱
へ
ケ
リ
。

而
ル
こ
、
其
ノ
国
ノ
内
ニ
、
哉
摩
卜
云
フ
所
有
り
。

（
注
、
「
極
楽
記
」
本
文
は
、
日
本
思
想
大
系
7
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』

－
昭
和
4
9
年
岩
波
書
店
刊
－
に
よ
っ
た
。
）

資
料
3
の
比
較
資
料
で
傍
線
を
施
し
た
「
今
昔
」
の
叙
述
は
、
「
極
楽
記
」
に

見
え
な
い
部
分
で
あ
る
。
「
今
昔
」
の
叙
述
の
う
ち
、
文
番
号
①
や
◎
④
㊥
㊥

に
見
ら
れ
る
加
筆
・
変
改
、
又
波
線
部
分
の
会
話
文
化
は
、
本
集
に
お
い
て

多
く
指
儲
で
き
る
も
の
で
、
嶺
調
・
説
明
の
加
筆
と
あ
わ
せ
や
飽
く
が
、
そ



れ
以
外
の
比
較
的
大
き
な
加
筆
は
、
次
に
示
す
ご
と
く
、
本
語
の
属
す
る
「
慶

堺
夷
往
生
詔
」
中
の
他
説
話
に
見
ら
れ
る
叙
述
と
一
致
す
る
。
即
ち
、

a
l
「
此
ノ
女
、
木
ヨ
リ
心
柔
軟
ニ
シ
テ
慈
悲
有
ケ
リ
〕
　
（
「
今
昔
」
第
5
0

語
）
＝
「
心
意
柔
軟
。
慈
悲
甚
深
〕
　
（
「
極
楽
記
」
第
3
9
謡
）

b
I
「
其
ノ
女
、
幼
ノ
時
ヨ
リ
因
果
ヲ
知
テ
、
仏
法
ヲ
信
ジ
テ
、
道
心
有
ケ

リ
］
　
（
今
昔
」
第
4
9
語
）
＝
「
始
自
小
年
。
心
在
仏
法
」
　
（
「
極
楽
記
」
第

3
8
話
）

C
－
1
「
常
二
極
楽
ヲ
心
二
懸
テ
、
日
夜
二
念
仏
ヲ
唱
へ
テ
、
怠
ル
事
元
カ
リ

ケ
リ
〕
　
（
「
今
昔
」
第
5
0
詣
）
1
－
「
常
慕
極
楽
。
不
磨
念
仏
u
　
（
「
極
楽

記
」
第
3
9
謡
）

d
－
－
「
紫
雲
整
キ
下
テ
、
贋
ノ
内
二
人
ク
リ
ケ
リ
］
（
「
今
昔
」
第
4
8
話
）
－
1

「
雲
気
人
尿
〕
　
（
極
楽
記
」
第
3
7
詰
）

e
l
「
念
仏
ヲ
唱
へ
テ
失
ニ
ケ
リ
］
　
（
「
今
昔
」
第
4
8
話
）
＝
「
向
西
而
終

英
］
　
（
「
極
楽
記
」
第
3
7
話
）
、
「
病
者
、
居
乍
失
ニ
ケ
リ
］
　
（
今
昔
5
1
詣

＝
「
即
時
入
滅
］
　
（
極
楽
記
」
第
4
1
話
）

！
－
　
「
此
レ
ヲ
見
開
ク
人
、
此
ノ
女
、
必
ズ
腰
警
往
生
シ
ヌ
ト
知
テ
、
悲

ビ
責
ピ
ケ
リ
］
　
（
「
今
昔
」
第
5
0
話
）
1
－
な
し
（
「
極
楽
記
」
第
3
9
詣
）

g
　
－
　
⑦
文
の
く
り
か
え
し

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
「
今
昔
」
巻
十
五
第
5
3
謡
に
つ
い
て
そ
の
依
拠
し
た

「
極
楽
記
」
第
4
0
話
へ
の
叙
述
の
増
幅
は
、
一
つ
の
類
似
の
性
格
を
も
つ
説
話

群
に
お
け
る
類
型
的
な
叙
述
に
依
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
類
似
の
性
格
を
も
っ
た
説
話
の
蒐
集
と
そ
の
説
話
叙
述
と
し
て
の
定
着
と

い
う
こ
こ
で
の
問
題
に
即
し
て
言
え
ば
、
蒐
集
さ
れ
た
説
話
は
、
そ
の
類
似
し

た
性
格
を
も
つ
説
話
群
の
叙
述
を
類
型
表
現
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
叙
述
の
増

幅
を
は
か
り
、
本
集
中
に
定
着
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
巻
十
五
と
「
極
楽
記
」
と
の
間
に
は
、
l
「
今

昔
」
が
直
接
依
拠
し
た
も
の
と
し
て
、
「
極
楽
記
」
本
文
と
大
き
く
異
な
る
何

バ
り

ら
か
の
資
料
の
入
る
余
地
は
認
め
ら
れ
て
い
な
悠
し
た
が
っ
て
㍉
こ
の
場

合
の
類
型
表
現
は
、
種
々
の
往
生
伝
に
お
け
る
類
型
的
な
叙
述
の
軌
を
参
考
に

し
て
、
「
今
昔
」
編
者
が
類
型
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

4
「
今
昔
」
巻
〓
「
果
報
前
生
詔
」
中
の
類
型
的
説
話
に
見
る

説
話
定
着
の
方
法

前
節
で
は
、
「
今
昔
」
巻
十
五
第
5
3
詔
の
検
討
か
ら
、
類
似
の
性
格
を
も
つ

説
話
群
に
お
け
る
説
話
定
着
の
際
の
類
型
的
表
現
を
利
用
す
る
方
法
を
見
た
。

そ
の
実
際
を
ふ
ま
え
、
こ
こ
で
は
、
巻
二
「
果
報
前
生
語
」
中
の
類
型
的
説
話

が
ど
の
よ
う
に
し
て
類
型
的
な
説
話
と
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
は
じ
め
の
問
い

に
、
考
察
を
進
め
る
。

「
果
報
前
生
評
」
中
の
類
型
的
説
話
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
説
話
と
の

比
較
を
試
み
る
と
、
第
8
話
・
第
1
1
話
は
法
苑
珠
林
に
所
収
の
説
話
と
同
文
的

類
似
を
も
ち
、
そ
れ
以
外
の
第
9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
詔
に
は
そ
の
よ
う
な
近
密
な

対
応
が
見
出
せ
な
い
。
前
者
の
比
較
資
料
の
一
部
を
資
料
4
、
後
者
の
代
表
と

し
て
第
9
話
の
比
較
資
料
の
一
部
を
資
料
5
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

〔
資
料
4
〕
　
「
今
昔
」
巻
二
「
果
報
前
生
詔
」
に
見
ら
れ
る
類
型
的
説
話
の
う

ち
関
係
説
話
に
同
文
的
同
一
説
話
を
も
つ
場
合
の
例
（
一
部
）

（
A
）
　
「
今
昔
」
巻
二
、
舎
街
国
金
天
比
丘
語
第
8

18

（
賢
愚
麿
圧
l
l

劃
口
l
噺
固
輔
利
一
1
長
者
。

其
家
巨
富
財
宝
無
量
不
可
称

文
軍
法
花
珠
林
巻
5
6

「
上
境
亘
は
1
1
㌦
昌
は
「
仁
志
に
坂
垣

穿
露
鯛
約
㍍
…

「
今
者
」
巻
二
第
8
詣

資
料
1
「
モ



⑧⑧

計
。

生
一
男
児
。

身
体
金
色

端
正
少
堕
。

父
母
見
已
歓
喜
無
塁
。

因
為
立
字
。
名
日
金
天
。

屯．1一
ノ
男
子
ヲ
令
生
メ
タ
リ
。

其
ノ
児
ノ
身
、
金
色
ニ
シ
テ

琉
生
ナ
ル
事
、
世
二
並
ビ
充

シ
。

父
母
、
此
レ
ヲ
見
テ
喜
ビ
愛

ス
ル
事
元
限
シ
。

児
ノ
身
、
金
色
ナ
ル
ニ
依
テ

名
ヲ
金
天
ト
付
タ
リ
。

〔
以
下
略
〕

35467

有
迦
週
王
。
収
其
舎
利
進
四

宝
塔
。

迦
□
王
有
テ
、
仏
ノ
舎
利
ヲ
論

取
テ
四
宝
ノ
塔
ヲ
起
テ
キ
。

〔
以
下
略
〕

〔
資
料
5
〕
　
「
今
昔
」
巻
二
「
果
報
前
生
評
」
に
見
ら
れ
る
類
型
的
説
話
の
う

ち
関
係
説
話
に
同
文
的
同
一
説
話
を
も
た
な
い
場
合
の
例
（
一

部
）

O
「
今
昔
」
巻
二
、
会
街
城
宝
天
比
丘
語
第
9

槻
貸
愚
経
巻
二
・
宝
天
晶
且

「
今
昔
」
巻
二
管
話
蒜
欄
㌫
厨

（
B
）
　
「
今
昔
」
巻
二
、
会
衛
城
宝
手
比
丘
語
第
1
1

等
法
苑
珠
林
巻
三
十
七
、

（
百
線
経
云
）

「
今
昔
」
巻
二
第
1
1
話

⑳　⑳

阿
斑
見
巳
而
日
仏
言
。

宝
手
比
丘
宿
殖
何
福
生
於
豪

族
。

手
出
金
銭
。
取
無
窮
尽
。

又
値
世
尊
出
家
得
遺
。

仏
告
阿
難
。

甘
功
業
仏
入
埋
葬
後
。

阿
難
此
ヲ
見
テ
仏
二
白
テ
言

サ
ク
、

宝
手
比
丘
、
昔
シ
何
ル
福
ヲ

殖
テ
、
福
貿
ノ
家
二
生
レ
テ

手
ヨ
リ
金
ノ
銭
ヲ
出
シ
テ
取

ル
ニ
尽
ル
事
元
ク
、

亦
仏
二
位
ヒ
奉
テ
出
家
シ
テ

疾
ク
遺
ヲ
得
ル
ゾ
ト
。

仏
、
阿
難
二
告
ゲ
給
ク
、

背
シ
迦
葉
仏
ノ
淫
真
二
入
船

テ
後
、

…13）（12）」＿＿」11）」

如
是
我
聞
。
一
時
仏
在
舎
衛

国
祇
樹
給
孤
独
閑
。

爾
時
有
長
者
。

生
一
男
児
。

当
爾
之
時
。
天
雨
七
宝
。
遠

其
家
内
。
皆
令
墳
清
。

即
召
相
師
。
占
相
此
児
。

相
師
租
巳
。
見
其
奇
相
。

答
長
老
言
。
児
相
殊
特
。

長
者
問
巳
。
心
懐
飲
手
。

今
昔
、
天
竺
ノ
舎
衛
城
ノ
中

二
一
人
ノ
長
者
有
ケ
リ
、

家
大
キ
ニ
冨
テ
財
天
皇
也
。

一
人
ノ
男
子
ヲ
令
生
メ
タ

‖

ノ

0
其
ノ
児
、
形
端
正
ニ
シ
テ
世

二
並
ビ
元
シ
。

生
レ
ケ
ル
時
、
天
ヨ
リ
七
宝

雨
テ
家
ノ
内
二
帝
、
、
、
溝
夕

日
ノ
0

父
母
此
レ
ヲ
見
テ
歓
喜
ス
ル

葛
天
機
シ
。

5）　（4
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⑦　　◎◎　　◎

即
諸
相
師
。
当
為
立
字
。

相
開
聞
日
。
此
児
生
時
。

有
何
琉
応
。
長
者
答
日
。

此
児
生
時
。
天
雨
七
宝
。

清
我
家
内
。
相
師
谷
日
。

是
児
福
徳
。
当
為
立
号
為
拗

鄭
提
婆
。
晋
言
宝
天
。

児
年
転
大
。

才
芸
博
通
。
間
仏
神
聖
。

奇
徳
少
壁
。
心
懐
渇
仰
。

貪
欲
出
家
。
即
辞
父
母
。

往
詣
仏
所
。
頭
面
作
礼
。
而

白
仏
言
。
唯
願
世
尊
。
聴
我

出
家
。
即
仏
聴
許
。
善
来
比

丘
。
針
髪
自
堕
。
法
衣
在
身
。

仏
為
説
法
。
即
得
羅
漢
。

阿
難
日
仏
。

不
審
世
等
。
此
宝
天
比
丘
。

本
作
何
福
。

而
当
生
時
。
天
雨
衆
宝
。
衣

食
自
然
。
無
有
乏
短
。

此
レ
ニ
依
テ
此
ノ
児
ノ
名
ヲ

宝
天
ト
名
付
ク
リ
。

年
漸
ク
長
大
シ
テ

仏
二
倍
ヒ
奉
テ
、
出
家
シ
テ

羅
漢
果
ヲ
得
タ
リ
。

其
ノ
時
ニ
、
阿
難
此
レ
ヲ
見

テ
仏
二
日
シ
テ
言
サ
ク
、

「
宝
天
比
丘
、
前
世
二
何
ナ

ル
福
業
ヲ
修
シ
テ
福
貴
ノ
家

二
生
レ
テ
、

生
ル
1
時
天
ヨ
リ
七
宝
ヲ
雨

ラ
シ
、
衣
食
自
然
ラ
有
テ
乏

キ
事
天
シ
、

拍

⑫

過
去
世
時
。

有
毘
婆
戸
仏
。
出
現
於
世
。

虔
脱
衆
生
。
不
可
計
数
。

酎
時
衆
僧
。
遊
行
村
落
。

時
披
村
中
。
有
諸
属
士
。
共

請
衆
僧
。
種
種
供
費
。

時
有
貧
人
。

Ⅲ
懐
専
心
。

家
無
財
宝
供
養
之
具
。

便
以
一
拍
白
石
似
珠
。
用
散

衆
僧
。

這
ヲ
賂
ル
ゾ
」
ト
。

仏
、
阿
難
一
l
告
テ
宣
バ
ク
、

昔
シ
、
乃
往
過
去
ノ
九
十
一

4）（13

発
大
野
‥
摺

仏
告
阿
難
。

爾
時
質
入
珠
供
養
考
。

天
比
丘
是
也
。

此
宝

劫
ノ
時
、

仏
、
世
二
田
給
へ
リ
キ
、
枇

婆
戸
仏
ト
申
シ
キ
。

其
ノ
時
二
諸
ノ
比
丘
有
テ
緊

落
二
遊
行
セ
シ
ニ
、

福
貿
ノ
長
者
兢
テ
此
ヲ
供
養

シ
キ
。

其
ノ
時
l
二
人
ノ
貧
キ
人
有

リ
キ
、

比
丘
ヲ
見
テ
歓
亭
ノ
心
ヲ
発

ス
ト
云
ヘ
ド
モ
、

我
ガ
身
黄
ク
シ
テ
可
供
養
キ

物
、
一
謁
元
シ
。

忠
ヒ
煩
テ
一
撃
ノ
白
キ
沙
ヲ

取
テ
裾
テ
比
丘
二
散
シ
テ
心

ヲ
至
シ
テ
礼
拝
シ
テ

朗
ヲ
発
シ
テ
去
ニ
与
。

20

昔
シ
沙
ヲ
畢
テ
施
セ
シ
貧
人

ハ
今
ノ
宝
天
、
此
レ
也
。

今
仏
二
倍
ヒ
奉
テ
出
家
シ
テ
l
一

〔
以
下
略
〕



（
注
、
法
苑
珠
林
、
賢
愚
経
の
本
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
大
正
新
侍
大
蔵
経
第
5
3
巻
・

第
4
巻
に
よ
っ
た
。
漢
字
は
現
行
の
宇
佐
に
改
め
た
。
）

資
料
4
・
5
に
つ
い
て
最
上
段
の
文
番
号
に
即
し
表
の
上
下
を
対
照
す
れ

ヽ

　

ヽ

ば
、
前
者
に
お
い
て
、
「
今
昔
」
の
叙
述
が
法
花
珠
林
の
本
文
に
近
似
し
て
い

る
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
、
資
料
中
最
下
段
に
付
し
た
数
字
は
資
料
1
に

示
し
た
「
類
型
的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
」
の
番
号
で
あ
る
が
、
こ
の
モ
デ
ル
の

叙
述
が
法
花
珠
林
の
本
文
と
も
密
接
な
対
応
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て

お
き
た
い
。

さ
て
、
資
料
4
の
㈲
・
脚
を
詳
細
に
見
て
ゆ
く
と
、
こ
の
二
説
話
は
法
苑
珠
林

に
直
接
依
拠
し
た
と
も
い
え
る
程
近
似
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
法
苑
珠
林
を
「
今
昔
」
の
依
拠
資
料
に
数
え
る
考
え
方
は
否
定
さ
れ
て

い
る
。
今
は
、
婆
苑
珠
林
に
所
収
す
る
説
話
を
翻
訳
・
翻
案
し
て
抄
出
し
た
何
ら

か
の
説
話
資
料
、
そ
れ
に
「
今
昔
」
は
依
拠
し
た
と
見
て
お
く
。
こ
の
立
場
を
押
し

進
め
て
ゆ
く
と
、
そ
の
説
話
資
料
に
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
類
型
的
説
話
の

す
来
て
が
す
で
に
あ
っ
て
、
「
今
昔
」
は
そ
れ
を
敷
き
写
し
た
と
も
い
え
そ
う

だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
節
に
見
た
「
今
昔
」
巻
十
五
第
5
3
話
と
「
極
楽
記
」

と
の
比
較
検
討
の
結
果
は
、
そ
れ
と
は
少
し
異
な
る
、
類
型
的
説
話
に
お
け
る

依
拠
資
料
か
ら
「
今
昔
」
へ
の
道
筋
を
教
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
資
料
5
に
掲
げ
た
、
関
係
説
話
に
同
文
的
同
一
説
話
を
も
た
な
い
場

合
か
ら
考
察
す
る
。

資
料
5
は
「
今
昔
」
巻
二
第
9
話
と
そ
の
源
泉
説
話
と
見
ら
れ
る
賢
愚
経
所

収
話
と
の
比
較
資
料
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
「
今
昔
」
は
賢
愚
経
を

翻
訳
・
翻
案
し
て
抄
出
し
た
説
話
資
料
に
依
拠
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
は

便
宜
上
、
賢
愚
経
原
典
と
の
比
較
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
る
。

比
較
結
果
を
見
る
と
、
同
文
的
同
一
説
話
を
も
つ
場
合
で
あ
る
資
料
4
・
個

卸
と
比
べ
て
、
「
今
昔
」
に
あ
っ
て
賢
愚
経
説
話
に
な
い
叙
述
が
目
立
つ
。

「
今
昔
」
文
番
号
で
、
①
の
後
半
、
◎
、
⑳
な
ど
が
こ
の
例
。
そ
し
て
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
類
型
的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
と
対
応
し
て
い
る
。
一
方
、
「
今

昔
」
と
一
応
の
対
応
を
も
つ
叙
述
が
賢
愚
経
説
話
に
あ
る
場
合
に
目
を
向
け
る

と
、
例
え
ば
「
今
昔
」
文
番
号
①
、
⑤
、
⑦
に
お
い
て
、
「
今
昔
」
の
叙
述
は

そ
れ
に
対
応
す
る
賢
愚
経
の
叙
述
よ
り
類
型
的
な
叙
述
モ
デ
ル
の
方
に
近
い
も

の
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ
事
実
は
、
「
今
昔
」
巻
二
第
9
話
が
依
拠
資

料
の
説
話
叙
述
よ
り
類
型
的
な
叙
述
モ
デ
ル
の
方
に
近
い
叙
述
を
得
て
本
葉
に

定
着
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
、
巻
十
五
第
5
3
話
の
検
討

結
果
を
ふ
ま
え
て
い
え
ば
、
類
型
化
と
見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
更

に
、
こ
の
比
較
資
料
中
に
、
文
番
号
㊥
⑤
間
、
⑤
◎
間
、
⑦
中
の
賢
愚
経
説
話

に
あ
っ
て
「
今
昔
」
・
に
な
い
叙
述
を
見
出
す
時
、
「
今
昔
」
叙
述
の
一
般
が
類
型

的
叙
述
モ
デ
ル
と
近
密
な
対
応
を
示
す
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
こ
の
類
型
化
は
、

叙
述
増
幅
に
用
い
ら
れ
た
巻
十
五
第
話
5
3
詔
と
は
反
対
に
、
依
拠
説
話
の
叙
述

を
簡
略
に
す
る
方
向
に
行
使
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
巻
二
第
9
話
に
は
依
拠
資
料
の
踏
襲
と
宥
倣
す
こ
と
の
で
き
る

叙
述
も
あ
る
。
「
今
昔
」
文
番
号
④
、
或
い
は
⑬
⑬
⑳
が
そ
れ
だ
。
こ
れ
ら
は

類
型
的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
で
い
え
ば
糊
・
脚
に
相
当
し
、
説
話
の
主
人
公
の

特
徴
や
前
生
語
が
語
ら
れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
類
型
的
説
話
の
叙
述

に
お
い
て
は
そ
の
説
話
の
個
別
性
を
発
揮
し
得
る
数
少
な
い
場
面
な
の
で
あ
っ

て
、
も
と
も
と
類
型
的
な
叙
述
は
存
在
し
な
い
。
い
わ
ば
自
由
領
域
な
の
で
あ

る
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
類
型
的
説
話
の
叙
述
モ
デ
ル
に
束
縛
さ
れ
な
い
部
分

が
依
拠
資
料
の
叙
述
を
敷
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
点
は
注
目
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
即
ち
、
そ
れ
は
、
「
今
昔
」
が
依
拠
資
料
の
説
話
を
類
型
的
説
話
の
叙
述
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モ
デ
ル
に
即
し
て
本
集
に
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
間
の
い
き
さ
つ
を
、
よ
り
明
確

に
教
え
る
と
思
わ
れ
る
。

関
係
説
話
に
同
文
的
同
一
説
話
を
も
た
な
い
場
合
に
つ
い
て
右
に
検
討
し
て

き
た
。
説
話
叙
述
モ
デ
ル
に
其
く
類
型
化
に
よ
る
説
話
定
着
の
あ
り
様
が
そ
こ

に
見
て
と
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
場
合
に
属
す
る
他
の
三
謡
に
つ
い
て
も

同
じ
と
い
っ
て
よ
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
類
型
化
の
規
範
と
な
っ
た
類

型
的
説
話
叙
述
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
ど
の
よ
ノ
ウ
に
し
て
作
り
上

げ
ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
巻
十
五
第
5
3
話
に
お
け
る
類
型
化

が
種
々
の
往
生
伝
の
「
往
生
伝
休
」
を
参
考
に
し
た
編
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
関
係
説
話
に
同

文
的
同
一
説
話
を
も
つ
第
8
・
1
1
話
を
基
礎
に
編
者
が
定
型
化
し
た
も
の
と
、

私
は
考
え
る
。

資
料
4
に
抄
出
し
た
比
較
資
料
か
ら
、
巻
二
第
8
・
1
1
謡
は
法
花
珠
林
を
翻

訳
・
翻
案
し
て
抄
録
し
た
説
話
資
料
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
と
見
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
叙
述
モ
デ
ル
と
相
違
し
て
い
な
が
ら
関
係
説
話
と
は
対
応
を
見
せ
る

箇
所
の
あ
る
点
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
8
謡
の
比
較
資
料
で
あ
る

軸
で
は
、
「
今
昔
」
文
番
号
⑨
、
①
は
類
型
的
説
話
の
叙
述
モ
デ
ル
の
聞
・
制

・
糊
に
相
当
す
る
が
、
資
料
2
の
類
型
的
説
話
の
一
覧
に
も
示
し
た
よ
う
に
、

第
8
詣
だ
け
が
こ
の
部
分
の
叙
述
順
序
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
を
法
苑
疎
林

に
撤
す
る
と
「
今
昔
」
と
同
じ
叙
述
順
序
を
持
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
「
今

昔
」
は
依
拠
資
料
の
叙
述
順
序
を
踏
奥
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
㈲
の

第
1
1
話
の
場
合
で
は
、
「
今
昔
」
㊥
文
は
類
型
的
説
話
の
叙
述
モ
デ
ル
の
㈹
「
昔

シ
、
乃
往
過
去
ノ
九
十
一
劫
ノ
時
」
に
相
当
す
る
が
、
こ
こ
に
も
相
違
が
見
出

せ
る
。
．
饉
菟
疎
林
に
は
「
昔
製
菓
例
入
港
薫
後
」
七
あ
り
、
「
今
昔
」
が
傭
拠

資
料
に
直
接
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
今
昔
」
と
依
拠
資
料
と
の
関
係
が
「
今

昔
」
と
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
と
の
関
係
に
先
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
先
に
見
た
類
型
的
モ
デ
ル
に
基
き
依
拠
資
料
の
叙
述
を
簡
略
化

し
て
定
着
さ
れ
た
第
9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
話
と
の
、
方
法
上
の
対
立
と
し
て
考
え

ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
即
ち
、
依
拠
資
料
を
敷
き
写
し
た
結
果
類

型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
と
対
応
す
る
も
の
と
、
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
を
利

用
し
た
も
の
と
の
対
立
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
対
立
を
対
立
と
し
て
認
め
た
上
で
、
い
ま
一
度
類
型
的
説
話

叙
述
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
対
立
を
考
え
る
二
材
料
が
見
出
せ
る
。
一
つ

は
「
今
昔
」
巻
二
第
8
・
1
1
話
と
叙
述
モ
デ
ル
と
の
関
係
で
あ
る
。
資
料
2
で
三

者
を
比
べ
見
る
時
、
第
8
詔
・
第
1
1
話
を
相
い
補
う
も
の
と
し
て
看
倣
せ
ば
そ

れ
が
叙
述
モ
デ
ル
と
一
致
す
る
事
実
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
第
8
・
1
1
話
と
第

9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
話
と
に
お
け
る
叙
述
モ
デ
ル
と
の
対
応
の
あ
り
様
の
異
な
り

方
で
あ
る
。
右
に
例
示
し
た
よ
う
に
、
第
8
・
1
1
謡
は
モ
雪
ル
と
の
相
違
部
分
を

依
拠
資
料
踏
製
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
持
つ
が
、
第
9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
話
は

そ
の
よ
う
な
相
違
部
分
を
も
た
ず
、
モ
デ
ル
に
忠
実
で
あ
る
。

こ
の
二
点
は
、
「
今
昔
」
巻
二
第
8
・
1
1
詔
の
依
拠
資
料
敷
き
写
し
に
よ
る

定
着
の
過
程
で
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
が
定
型
化
さ
れ
た
こ
と
を
教
え
て
い

よ
う
。
つ
ま
り
対
立
す
る
二
方
法
は
、
一
方
は
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
を
作

り
出
す
過
程
と
し
て
、
他
方
は
そ
れ
を
利
用
す
る
過
程
と
し
て
見
ら
れ
、
モ
デ

ル
そ
の
も
の
を
接
点
と
し
て
連
絡
す
る
編
者
の
営
為
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
資
料
2
の
中
・
下
段
に
示
し
た
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル

と
部
分
的
に
対
応
を
も
つ
数
説
話
の
存
在
は
、
こ
の
編
者
に
よ
る
類
型
化
の
過

程
を
考
え
る
上
で
有
効
で
あ
る
。
編
者
は
或
時
は
第
8
話
を
或
時
は
第
1
1
話
を

規
盟
と
見
な
し
、
そ
の
叙
述
中
切
い
く
っ
か
の
文
を
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
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と
し
て
第
9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
謡
を
本
集
中
に
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
「
果
報
前
生
評
」
中
の
類
型
的
六
説
話
が
で
き
あ
が
っ
た
。
こ
こ
に
お
い

て
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
は
編
者
常
用
の
も
の
と
な
り
、
そ
の
応
用
と
し
て

部
分
的
に
類
型
的
説
話
叙
述
を
も
つ
数
説
話
も
定
着
さ
せ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
経
て
類
型
的
説
話
が
類
型
的
な
説
話
と
な
っ
た
過
程
を
図
式

化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
第
8
・
1
1
話
の
依
拠
資
料
1
第
8
・
1
1
話
1
類
型
的
説
話
叙
述
モ
デ
ル
1
第

9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
話
の
依
拠
資
料
1
第
9
・
1
0
・
1
3
・
1
7
話
〕
1
類
型
的
説

話
叙
述
モ
デ
ル
の
部
分
的
利
用

そ
れ
は
、
今
昔
物
語
集
天
竺
部
の
類
型
的
説
話
に
見
ら
れ
る
説
話
定
む
の
一
方

法
と
事
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

5
　
お
わ
け
．
に

「
巣
報
前
生
詔
」
中
に
見
ら
れ
る
類
型
的
説
話
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
特
定

の
依
拠
資
料
説
話
を
規
範
と
す
る
類
型
的
な
説
話
叙
述
に
従
っ
て
依
拠
資
料
の

説
話
資
料
を
簡
略
に
し
な
が
ら
本
集
に
定
着
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
そ
の
手
法
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
十
五
第
5
3
話
に
見
た

類
型
的
説
話
叙
述
に
よ
っ
て
叙
述
を
増
幅
し
な
が
ら
説
話
を
本
集
中
に
定
着
さ

せ
る
方
法
と
麦
藁
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
わ
せ
て
編
者
の
説
話
定
者
に
お

け
る
類
型
化
の
方
法
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
手
法
に
よ

っ
て
定
着
さ
せ
ら
れ
た
類
型
的
説
話
の
存
在
の
事
実
が
も
つ
意
味
で
あ
る
。
本

稿
で
は
そ
の
考
察
に
入
る
余
裕
が
な
い
が
、
次
の
三
方
向
に
検
討
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

1
、
「
今
昔
」
覇
者
の
説
話
化
へ
の
主
体
的
参
加
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し

的

て
あ
り
う
る
か
。

2
、
規
範
的
説
話
を
設
定
し
て
そ
れ
に
類
似
す
る
数
話
を
連
絡
さ
せ
る
と
い

う
発
想
が
他
の
場
合
に
も
指
摘
で
き
る
か
。

3
、
類
型
化
に
よ
る
説
話
蒐
集
を
必
要
と
す
る
「
今
昔
」
の
組
紙
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

こ
の
三
点
を
含
め
て
今
後
に
残
し
た
問
題
、
説
明
の
足
り
な
い
面
も
多
い

が
、
大
方
の
御
批
判
・
御
叱
正
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
て
筆
を
お
き
た
い
。

（
注
）
　
（
1
）
坂
井
衡
平
氏
『
今
昔
物
語
集
の
新
研
究
』
　
（
T
・
誓
片
寄
正

義
氏
『
今
昔
物
語
集
論
』
　
（
S
・
1
9
）
、
国
東
文
暦
氏
『
今
昔
物
語
集
成
立

考
』
　
（
S
・
3
7
）
、
日
本
古
典
文
学
大
系
・
解
説
（
S
・
3
4
）
等
。

（
2
）
同
様
の
見
方
は
、
渥
美
か
を
る
氏
「
今
昔
物
語
集
巻
一
～
巻
三
の
性
格

と
そ
の
製
作
意
図
に
つ
い
て
」
　
（
『
説
林
』
誉
号
、
S
・
4
7
）
等
に
も
あ
る

が
、
私
は
説
詣
配
列
と
の
関
連
で
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

（
3
）
「
今
昔
」
巻
二
第
2
話
は
仏
が
佃
利
天
に
い
る
摩
耶
夫
人
を
訪
い
解
脱
を

与
え
て
後
自
ら
の
理
輿
の
近
い
こ
と
を
予
告
す
る
詔
だ
が
、
そ
の
冒
頭
に

「
今
昔
、
仏
ノ
御
母
摩
耶
夫
人
ハ
仏
ヲ
生
奉
テ
後
七
日
二
失
七
給
ヒ
ヌ
。
其

後
、
太
子
、
城
ヲ
出
テ
山
二
人
テ
六
年
、
苦
行
ヲ
修
シ
テ
仏
工
成
り
給
ヒ

ヌ
。
四
十
余
年
ノ
間
、
種
々
ノ
法
ヲ
説
テ
衆
生
ヲ
教
化
シ
給
フ
ニ
、
膵
耶
夫

人
ハ
、
失
七
給
テ
仲
利
天
工
生
レ
給
ヌ
］
と
あ
る
。
こ
れ
を
巻
一
の
説
話
蒐
集

方
針
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
又
仏
が
埋
葬
近
い
こ
と
を
予
告
し
た
後
の
衆

生
の
こ
と
ば
「
願
ハ
衆
生
ヲ
哀
ミ
給
ハ
ム
ガ
為
こ
、
遠
ク
問
浮
提
二
下
り
給

へ
」
を
聞
い
て
仏
が
閻
浮
接
に
下
り
た
、
と
い
う
叙
述
に
よ
り
、
巻
二
第
1

託
か
ら
巻
三
男
2
7
詔
を
如
上
の
よ
う
に
見
る
。
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（
4
）
　
「
今
昔
」
巻
十
五
の
構
成
に
つ
い
て
は
中
野
猛
氏
「
今
昔
物
語
集
巻
十

五
の
編
慕
意
識
に
つ
い
て
」
　
（
『
言
語
と
文
芸
』
S
・
瑠
）
に
詳
し
い
。
こ

こ
で
は
比
丘
・
沙
弥
を
一
括
し
て
掲
げ
た
。

（
5
）
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
志
村
有
弘
氏
「
今
昔
物
語
集
巻
十
五
に
つ
い

て
」
　
（
『
往
生
伝
研
究
序
説
』
所
収
、
S
・
5
1
）
に
旧
説
を
ま
と
め
る
形
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
小
林
保
治
氏
は
「
往
生
の
文
学
」
　
（
『
日
本
文
学
』
1
4
巻
1
2
号
、
S
4
0

・
1
2
）
で
「
往
生
伝
休
」
を
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
こ
は

（
H
）
死
後
の
奇
瑞
・
往
生
の
確
認

に
あ
た
り
、
往
生
伝
に
一
般
の
叙
述
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

（
7
）
　
「
極
楽
記
」
と
「
今
昔
」
巻
十
五
と
の
問
に
何
ら
の
説
話
資
料
を
置
く

考
え
方
は
、
（
5
）
の
志
村
氏
の
御
論
文
に
見
え
る
が
、
個
別
の
説
話
の
伝

承
関
係
に
つ
い
て
の
御
所
論
で
全
体
の
関
係
に
わ
た
っ
て
は
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
今
は
従
来
の
諸
説
に
な
ら
う
。

（
8
）
　
（
6
）
　
の
小
林
氏
説
。

（
9
）
巻
二
第
1
5
話
の
梗
概
が
日
本
霊
異
記
巻
下
第
1
9
謡
に
見
え
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
話
柄
が
本
邦
の
説
話
資
料
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
十
分
考

え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
話
柄
が
本
集
に
お
い
て
類
型

的
叙
述
を
持
っ
て
い
る
点
に
特
に
注
目
す
る
。

（
1
0
）
こ
の
方
向
で
の
検
討
と
し
て
、
別
稿
「
今
昔
物
語
集
天
竺
部
に
お
け
る

説
話
定
着
の
一
方
法
－
大
唐
西
城
記
と
今
昔
物
語
集
の
関
係
1
」
　
（
『
古
代

中
世
国
文
学
』
2
、
S
・
5
4
）
を
用
意
し
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
昭
和
五
十
三
年
度
提
出
の
修
士
論
文
の
一
部
を
改
稿
し
た
も

の
で
あ
る
。
懲
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
稲
賀
敬
二
先
生
に
深
謝
致
し
ま
す
。

更
に
・
昭
和
五
十
四
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
で
の
発

表
の
折
は
、
友
久
武
文
先
生
か
ら
有
益
な
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
記
し
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－
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